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第二次実施計画の実施状況報告

推進計画（第二期）では、次期の実施計画の策定に合わせて、それまでの実施状況報告を取り

まとめることとしています。

本資料では、推進計画（第二期）の四つの施策の方向性ごとに、第二次実施計画の計画期間

における取組の状況と、推進計画（第二期）に示した政策目標の進捗状況をまとめました。

【第二次実施計画における取組状況】

１ 主体的・積極的な社会参画に向けた個に応じた指導・支援の充実

○ 都立特別支援学校において児童・生徒等一人ひとりの障害の状態等に応じたきめ細かな

指導を行うことができるよう、学校生活支援シート及び個別指導計画の作成と活用を促進

しています。第二次実施期間においては、個別指導計画に基づいて児童・生徒に何が身に

付いたかという学習の成果を的確に捉え、これを教育課程の評価と改善につなげるという

一連の流れを示した「個別指導計画の作成・活用に関する手引き」を作成しました。

○ 特別支援学校の学習指導要領の趣旨を踏まえ、都立知的障害特別支援学校小・中学部の

教育課程の編成の方針を見直し、生活科や理科、社会科等の目標・内容について、各教科の

時間における指導として行う場合の考え方や、各教科等を合わせた指導との関連などにつ

いて整理し、都立特別支援学校に周知しました。また、都立知的障害特別支援学校高等部

普通科における教育課程の類型化の見直しに向けた検討委員会を設置し、その在り方を示

しました。

○ 都立知的障害特別支援学校の高等部普通科では、清掃や喫茶接遇サービスに関する専門

家から助言や支援を受けながら職業技能検定を実施し、生徒が課題に向けて自ら取り組む

ための工夫を図っています。令和５年度には、喫茶接遇サービス技能検定の指導のポイント

をまとめた資料を作成し、都立知的障害特別支援学校に周知しました。

○ 大学進学を目指した中高一貫型聴覚障害特別支援学校である中央ろう学校においては、

生徒が学習支援アプリケーション等の効果的な活用に習熟し、自らの課題や目標に応じた

施策の方向性Ⅰ 特別支援学校における特別支援教育の充実
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第二次実施計画の実施状況報告

推進計画（第二期）では、次期の実施計画の策定に合わせて、それまでの実施状況報告を取り

まとめることとしています。

本資料では、推進計画（第二期）の四つの施策の方向性ごとに、第二次実施計画の計画期間

における取組の状況と、推進計画（第二期）に示した政策目標の進捗状況をまとめました。

【第二次実施計画における取組状況】

１ 主体的・積極的な社会参画に向けた個に応じた指導・支援の充実

○ 都立特別支援学校において児童・生徒等一人ひとりの障害の状態等に応じたきめ細かな

指導を行うことができるよう、学校生活支援シート及び個別指導計画の作成と活用を促進

しています。第二次実施期間においては、個別指導計画に基づいて児童・生徒に何が身に

付いたかという学習の成果を的確に捉え、これを教育課程の評価と改善につなげるという

一連の流れを示した「個別指導計画の作成・活用に関する手引き」を作成しました。

○ 特別支援学校の学習指導要領の趣旨を踏まえ、都立知的障害特別支援学校小・中学部の

教育課程の編成の方針を見直し、生活科や理科、社会科等の目標・内容について、各教科の

時間における指導として行う場合の考え方や、各教科等を合わせた指導との関連などにつ

いて整理し、都立特別支援学校に周知しました。また、都立知的障害特別支援学校高等部

普通科における教育課程の類型化の見直しに向けた検討委員会を設置し、その在り方を示

しました。

○ 都立知的障害特別支援学校の高等部普通科では、清掃や喫茶接遇サービスに関する専門

家から助言や支援を受けながら職業技能検定を実施し、生徒が課題に向けて自ら取り組む

ための工夫を図っています。令和５年度には、喫茶接遇サービス技能検定の指導のポイント

をまとめた資料を作成し、都立知的障害特別支援学校に周知しました。

○ 大学進学を目指した中高一貫型聴覚障害特別支援学校である中央ろう学校においては、

生徒が学習支援アプリケーション等の効果的な活用に習熟し、自らの課題や目標に応じた

施策の方向性Ⅰ 特別支援学校における特別支援教育の充実

   
 

 

学習に主体的に取り組めるようにするなど、デジタルを活用した進学指導の一層の充実に

取り組みました。

２ 多様な教育ニーズに応える特色ある学校づくりの推進

○ 都立知的障害特別支援学校の在籍者数の増加に適切に対応するため、令和４年度には立

川学園、令和６年度には八王子南特別支援学校を新たに開校しました。

○ 令和３年度にモデル事業として設置した青鳥特別支援学校八丈分教室の効果検証等を行

うため、令和５年度に島しょ地域における特別支援学校分教室のあり方検討委員会を設置

し、本委員会において、令和６年度から八丈分教室を正式に分教室として位置付けることと

しました。

○ これまでの東京都特別支援教育推進計画及び推進計画（第二期）でお示しした施設整備

計画に基づき、関係諸機関と連携しながら工事等を実施し、施設整備を進めています。

○ 都立知的障害特別支援学校高等部に、職業教育を主とする専門学科として、知的障害が

軽度の生徒を対象とした就業技術科や、知的障害が軽度から中度の生徒を対象とした職能

開発科の設置を進めており、令和５年度には青鳥特別支援学校、令和６年度には練馬特別

支援学校及び八王子南特別支援学校に職能開発科を新たに設置しました。

○ 都立特別支援学校において、教員以外への相談体制の充実を図るため、令和４年度から、

都立知的障害特別支援学校及び都立聴覚障害特別支援学校にスクールカウンセラーを配

置するモデル事業を実施し、令和６年度からは、都立視覚障害特別支援学校においても、モ

デル配置による検証を行いました。

３ 質の高い教育を支える教育環境の整備・充実

○ スクールバスを安心・安全に運行するため、新たにスクールバス安全運行支援員を配置し、

バスの運行管理や、児童・生徒の障害の特性や車内における配慮事項等を把握して添乗員

への支援等を行っています。
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○ 医療的ケアの実施体制の整備をより一層図るため、令和４年度から都立肢体不自由特別

支援学校を中心に総合非常勤看護師及び医療的ケア専門員を配置するなど、医療的ケアの

実施体制の充実を進めています。 

○ 胃ろうからの初期食の注入について、食育の更なる推進の観点などから、経口摂取と胃ろ

うからの注入の併用、一品ずつの注入を令和６年度から都立肢体不自由特別支援学校で開

始しました。 

○ 肢体不自由特別支援学校以外の都立特別支援学校等にも車内での医療的ケアを必要と

する児童・生徒が在籍していることから、知的障害教育部門と肢体不自由教育部門を併置

する学校の知的障害教育部門において、看護師が同乗する専用通学車両の乗車対象とし、

車両を運行するモデル事業を令和４年度から２年間実施しました。モデル事業での検証を踏

まえ、令和６年度から都立知的障害特別支援学校及び肢体不自由教育部門を併置する学校

の知的障害教育部門を対象に加えて運行を開始するとともに、新たに聴覚障害教育部門に

在籍する児童・生徒を対象にモデル事業を実施しています。 

○ 医療的ケア児の支援に必要な看護師を確保するため、令和４年度に週３１時間勤務で医療

的ケア児専用通学車両へ乗車する総合非常勤看護師の職を創設しました。看護師の勤務形

態を拡充した成果として、令和２年９月の１箇月間、62.3%だった看護師の医療的ケア児専

用通学車両への乗車率が、４年後の令和６年９月の１箇月間では、86.6%に向上しました。 
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○ 医療的ケアの実施体制の整備をより一層図るため、令和４年度から都立肢体不自由特別

支援学校を中心に総合非常勤看護師及び医療的ケア専門員を配置するなど、医療的ケアの

実施体制の充実を進めています。

○ 胃ろうからの初期食の注入について、食育の更なる推進の観点などから、経口摂取と胃ろ

うからの注入の併用、一品ずつの注入を令和６年度から都立肢体不自由特別支援学校で開

始しました。

○ 肢体不自由特別支援学校以外の都立特別支援学校等にも車内での医療的ケアを必要と

する児童・生徒が在籍していることから、知的障害教育部門と肢体不自由教育部門を併置

する学校の知的障害教育部門において、看護師が同乗する専用通学車両の乗車対象とし、

車両を運行するモデル事業を令和４年度から２年間実施しました。モデル事業での検証を踏

まえ、令和６年度から都立知的障害特別支援学校及び肢体不自由教育部門を併置する学校

の知的障害教育部門を対象に加えて運行を開始するとともに、新たに聴覚障害教育部門に

在籍する児童・生徒を対象にモデル事業を実施しています。

○ 医療的ケア児の支援に必要な看護師を確保するため、令和４年度に週３１時間勤務で医療

的ケア児専用通学車両へ乗車する総合非常勤看護師の職を創設しました。看護師の勤務形

態を拡充した成果として、令和２年９月の１か月間、 だった看護師の医療的ケア児専

用通学車両への乗車率が、４年後の令和６年９月１ヶ月間では、 に向上しました。

   
 

 

【政策目標の進捗状況】

都立特別支援学校高等部生徒の進学率の向上

都立特別支援学校高等部生徒の企業就労率の向上

都立知的障害特別支援学校高等部生徒の企業就労率の向上

自立活動を主とする教育課程を履修する児童・生徒への指導・支援の充実

都立知的障害特別支援学校高等部就業技術科・職能開発科の拡充

事　　　　項

都立特別支援学校高等部において準ずる教
育課程を履修した卒業生の進学率　(特別支
援学校高等部専攻科への進学者を除く。)

42.9％
年度卒 年度卒

53％以上
年度卒

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

都立特別支援学校高等部卒業生の企業就労
率

41.2％
年度卒 年度卒

50％以上
年度卒

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

都立知的障害特別支援学校高等部卒業生の
企業就労率

46.4％
年度卒 年度卒

55％以上
年度卒

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

自立活動を主とする教育課程を履修する児
童・生徒の個別指導計画を複数の分野の専門
家が関与して作成している都立特別支援学
校数

26校
年度

46校
年度

対象となる児
童・生徒が在
籍する全都立
特別支援学校

年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

都立知的障害特別支援学校高等部就業技術
科・職能開発科の設置校数

７校
年度

12校
年度

13校
年度

現状
推進計画（第二期）

の目標値
推進計画（第二期）

策定時
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都立知的障害特別支援学校の教室数の確保

副籍制度による交流の充実

事　　　　項

都立知的障害特別支援学校における普通教
室数 教室 年度 教室 年度

学級数分の普
通教室を確保 年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

副籍制度の利用率(直接交流又は間接交流実
施率)

小52.1％
中29.2％ 年度

小54.2％
中31.8％ 年度

小80％以上
中50％以上 年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値
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都立知的障害特別支援学校の教室数の確保

副籍制度による交流の充実

事　　　　項

都立知的障害特別支援学校における普通教
室数 教室 年度 教室 年度

学級数分の普
通教室を確保 年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

副籍制度の利用率(直接交流又は間接交流実
施率)

小52.1％
中29.2％ 年度

小54.2％
中31.8％ 年度

小80％以上
中50％以上 年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

【第二次実施計画における取組状況】

１ 小学校・中学校における特別支援教育の充実

○ 中学校の知的障害特別支援学級では、特別支援学校高等部における「各教科等を合わせ

た指導」との関連を意識することも重要であることから、中学校の知的障害特別支援学級に

おける「各教科等を合わせた指導」について、作業学習を中心に研究を行い、特別支援学級

における「各教科等を合わせた指導」の考え方や指導の工夫について、区市町村教育委員

会に周知を図りました。

○ 就学する予定の幼児が在籍している幼稚園、保育所、療育機関等の就学前機関との緊密

な連携や、保護者への適切な情報提供が必要であるという観点から、新たに就学相談ガイ

ドブックを作成して、都内の幼稚園、保育所、療育施設等に通所している幼児の保護者に配

布し、就学相談の流れや学びの場の紹介などの情報提供を行いました。

○ 特別支援教室の入室に当たって実施される発達検査の実施状況が区市町村によって異な

ることから、優良な取組事例について区市町村教育委員会と情報共有し、児童・生徒が必要

な検査を円滑に受けられるよう、取組を進めています。

○ 特別支援教室における指導事例に関する情報を掲載しているウェブサイトにおいて、新た

に特別支援学級や都立特別支援学校の児童・生徒と通常の学級の児童・生徒が共に学ぶ交

流及び共同学習の指導事例に関する情報についても共有する取組を開始しました。

○ 特別支援教室に入室している発達障害のある児童・生徒が、安心して在籍学級で過ごす

ことができるよう、令和３年度から、区市町村教育委員会が独自に在籍学級で支援を行う人

材を配置する場合や、特別支援教育コーディネーターの業務補助を行う人材を配置する場

合に、配置に係る費用を補助する事業を開始しており、令和５年度からは、本事業の事務処

理等を担当する支援員の配置についても新たに支援の対象としました。

施策の方向性Ⅱ 小学校、中学校及び都立高校等における特別支援教育の充実
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２ 都立高校等における特別支援教育の充実

○ 都立高校等における通級による指導を推進するため、令和６年２月に「都立高校における

発達障害教育の手引き～誰一人取り残さない学校づくり～」を策定し、通級による指導の開

始に向けた手順等を取りまとめ、公表しました。

○ 都立高校等に在籍する発達障害のある生徒で、学校を離れて特別な指導・支援を受けた

いと考える生徒のため、土曜日等に民間の力を活用して、コミュニケーションなどの高校生

活に役立つ特別な指導・支援を行う「コミュニケーションアシスト講座」を実施しています。な

お、生徒の多様なニーズに応えられるよう、令和４年度から新たにオンラインを活用した指

導を開始しました。
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２ 都立高校等における特別支援教育の充実

○ 都立高校等における通級による指導を推進するため、令和６年２月に「都立高校における

発達障害教育の手引き～誰一人取り残さない学校づくり～」を策定し、通級による指導の開

始に向けた手順等を取りまとめ、公表しました。

○ 都立高校等に在籍する発達障害のある生徒で、学校を離れて特別な指導・支援を受けた

いと考える生徒のため、土曜日等に民間の力を活用して、コミュニケーションなどの高校生

活に役立つ特別な指導・支援を行う「コミュニケーションアシスト講座」を実施しています。な

お、生徒の多様なニーズに応えられるよう、令和４年度から新たにオンラインを活用した指

導を開始しました。

   
 

 

【政策目標の進捗状況】

区市町村の設置する特別支援学級への支援の充実

個別の教育支援計画による一貫した指導・支援の推進

※ 本人及び保護者が、学校生活支援シート作成の必要性について十分に理解した上で、それでもなお
作成を希望しない場合については、本目標値の対象から除く。

小学校における発達障害のある児童への適切な指導体制の構築

中学校における発達障害のある生徒への適切な指導体制の構築

都立高校等における発達障害のある生徒への適切な指導体制の構築

事　　　　項

都と連携し、計画的・継続的に特別支援学級
の専門性向上に取り組んだ区市町村数

モデル実施
(9区市町) 年度

53区市町
村

R2年度
達成

全区市町村
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

学校生活支援シート(個別の教育支援計画)の
作成が必要な児童・生徒がいる学校のうち、
作成済みの学校の割合※
(小学校、中学校、都立高校等)

小84.5％
中80.2％
高37.7％

年度

小100％
中99.8％
高87.7％

年度

小100％
中100％
高100％

年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

小学校における特別支援教室の導入校数 602校
年度

全校
導入済

R3年度
達成

全校導入済
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

中学校における特別支援教室の導入校数
モデル実施
(4地区45
校)

年度
全校
導入済

R3年度
達成

全校導入済
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

全都立高校等における通級による指導に係る
仕組みの整備

パイロット
校実践準
備

年度
整備済

R3年度
達成

運用
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値
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【第二次実施計画における取組状況】

１ 変化する社会において自立して生きるための力の育成

○ 令和２年度から実施を開始した、交流及び共同学習の先駆的な取組を行う区市町村教育

委員会における実践的研究事業において、取組事例を報告書に取りまとめて公表しました。

令和５年度からは、当事業の成果を踏まえ、より多くの学校において交流及び共同学習の実

施が拡充されるよう、更なる事例の収集と普及を図るために、交流及び共同学習拡充支援

事業を実施しています。さらに、令和６年度から重点地区を設定し、異校種期限付異動によ

り小・中学校に配置された都立特別支援学校の教員が指導の中心を担うとともに、特別支

援学級担任教諭への指導・助言を行うことや、重点地区の小・中学校の教員が特別支援学

校において特別支援教育の専門性向上を図るなどの取組を通じ、小・中学校におけるインク

ルーシブ教育システムの体制整備を推進しています。

○ 東京２０２５デフリンピックの開催を契機とした聴覚障害への理解を深めるための映像教材

において、都立聴覚障害特別支援学校の生徒と都立高校の生徒が撮影に参加し、生徒同士

が手話や筆談でやり取りをするなど、交流を深めながら作成に当たりました。令和６年度に

は、本映像教材により、手話など聴覚障害のある人とのコミュニケーションに興味・関心をも

った小・中学校や都立高校等に通う児童・生徒に向け、都立聴覚障害特別支援学校の児童・

生徒による手話動画を作成、配信しました。

○ 副籍制度による交流活動の更なる充実を目指し、令和４年度に保護者等を対象とした調査

を実施するとともに、その結果を踏まえ、令和５年度に「副籍ガイドブック」の改訂を、令和６

年度に「副籍交流事例集」の作成を行いました。

２ デジタルを活用した教育活動の展開

○ プログラミング的思考の育成を図る「プログラミング教育」については、都立知的障害特

別支援学校においても必要であることから、障害の状態や程度に応じたプログラミング学

習の事例を収集し、各校で共有できるようにしました。

施策の方向性Ⅲ 変化・進展する社会に対応した特別支援教育の推進
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【第二次実施計画における取組状況】

１ 変化する社会において自立して生きるための力の育成

○ 令和２年度から実施を開始した、交流及び共同学習の先駆的な取組を行う区市町村教育

委員会における実践的研究事業において、取組事例を報告書に取りまとめて公表しました。

令和５年度からは、当事業の成果を踏まえ、より多くの学校において交流及び共同学習の実

施が拡充されるよう、更なる事例の収集と普及を図るために、交流及び共同学習拡充支援

事業を実施しています。さらに、令和６年度から重点地区を設定し、異校種期限付異動によ

り小・中学校に配置された都立特別支援学校の教員が指導の中心を担うとともに、特別支

援学級担任教諭への指導・助言を行うことや、重点地区の小・中学校の教員が特別支援学

校において特別支援教育の専門性向上を図るなどの取組を通じ、小・中学校におけるインク

ルーシブ教育システムの体制整備を推進しています。

○ 東京２０２５デフリンピックの開催を契機とした聴覚障害への理解を深めるための映像教材

において、都立聴覚障害特別支援学校の生徒と都立高校の生徒が撮影に参加し、生徒同士

が手話や筆談でやり取りをするなど、交流を深めながら作成に当たりました。令和６年度に

は、本映像教材により、手話など聴覚障害のある人とのコミュニケーションに興味・関心をも

った小・中学校や都立高校等に通う児童・生徒に向け、都立聴覚障害特別支援学校の児童・

生徒による手話動画を作成、配信しました。

○ 副籍制度による交流活動の更なる充実を目指し、令和４年度に保護者等を対象とした調査

を実施するとともに、その結果を踏まえ、令和５年度に「副籍ガイドブック」の改訂を、令和６

年度に「副籍交流事例集」の作成を行いました。

２ デジタルを活用した教育活動の展開

○ プログラミング的思考の育成を図る「プログラミング教育」については、都立知的障害特

別支援学校においても必要であることから、障害の状態や程度に応じたプログラミング学

習の事例を収集し、各校で共有できるようにしました。

施策の方向性Ⅲ 変化・進展する社会に対応した特別支援教育の推進

   
 

 

○ 児童・生徒等の多様な障害の状態等に対応できるよう、 デジタル機器を効果的に活用し

た指導内容・方法の研究・開発を体系的に進め、その成果を全ての都立特別支援学校に還

元し、デジタルを活用した効果的な指導の事例を共有しました。

○ 知的障害のある児童・生徒が各自の端末を用いて効果的・効率的に学習内容を習得でき

るよう、文部科学省著作教科書に準拠した算数・数学の学習者用デジタル教材を都独自に

開発しました。また、本学習者用デジタル教材をホームページに掲載することで、都立特別

支援学校はもとより、都内公立小・中学校等でも活用できるようにしました。

○ 民間事業者等が開発しているアプリケーション等の中で、授業場面で効果的に活用できる

ものについて、モデル校での導入を行い、指導方法の研究を行いました。この成果を、全て

の都立特別支援学校に報告・共有し、各校でアプリケーションを選定する際の参考とできる

ようにしました。

○ 各校のデジタル活用を支援するため、取組事例の共有や全校へのデジタルサポーターの

常駐配置、校内でのデジタル活用の中核を担う教員向けの研修等を行うとともに、令和４年

度から令和５年度にかけて、統合型校務支援システムを都立特別支援学校全校に整備しま

した。

○ 令和４年度に都立聴覚障害特別支援学校全校にデジタル式の集団補聴システム及び音声

情報を文字化するアプリケーションを導入しました。

３ 豊かな心と健やかな体を育むためのスポーツ・芸術教育等の推進

○ 障害者等が身近な地域でスポーツに親しめる場を提供するとともに、障害や障害者スポー

ツへの理解促進と普及を図るため、都立特別支援学校の体育施設（体育館、グラウンド等）

の環境整備を推進しており、令和６年度においては、３３校の特別支援学校が対象となって

います。

○ 芸術系大学等の協力を得て、美術分野を中心とした授業改善を行う事業において、令和４

年度からは、一人１台端末を活用した写真や映像等のデジタル表現なども含めた芸術教育

として充実を図り、児童・生徒の可能性を広げる指導の在り方について研究を行っています。

○ 障害者アートへの理解を一層促進していくため、公式サイト「東京都特別支援学校アート

プロジェクト展」を開設し、作品の魅力を広く発信していく取組を開始しました。
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【政策目標の進捗状況】

地域や関係機関と連携した避難訓練・宿泊防災訓練等の推進

障害者スポーツの全国大会において活躍できる選手の育成

障害者スポーツの振興に向けた都立特別支援学校の施設設備の充実

アートプロジェクト展への児童・生徒の積極的な参加の促進

オリンピアン・パラリンピアンと児童・生徒との交流の促進

事　　　　項

地域や関係機関と連携した宿泊防災訓練を
実施した都立特別支援学校数及び参加児童・
生徒・教員数

34校
1,719人
(単年度)

年度

全都立特
別支援学
校 累計
25,519人

年度

全都立特別支
援学校 累計
30,000人

～R9
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

スポーツ教育推進校に指定した都立特別支
援学校において、障害者スポーツの全国大会
に出場し、入賞した生徒・チーム数

３人・
チーム 年度

36人・
チーム

R元年度
達成

35人・
チーム以上 年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

障害者スポーツの振興に向けた施設整備を
実施した都立特別支援学校数

５校
年度

33校
年度

50校以上
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

アートプロジェクト展に応募する児童・生徒数
及び特別支援学校数

830人
44校 年度

1,022人
58校 年度

1,200人
全都立特別支
援学校

年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

オリンピアン・パラリンピアン等の派遣によ
り、児童・生徒とアスリートの直接交流を実施
した都立特別支援学校数

13校
年度

53校
年度

全都立特別支
援学校におい
て1回以上

年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値
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【政策目標の進捗状況】

地域や関係機関と連携した避難訓練・宿泊防災訓練等の推進

障害者スポーツの全国大会において活躍できる選手の育成

障害者スポーツの振興に向けた都立特別支援学校の施設設備の充実

アートプロジェクト展への児童・生徒の積極的な参加の促進

オリンピアン・パラリンピアンと児童・生徒との交流の促進

事　　　　項

地域や関係機関と連携した宿泊防災訓練を
実施した都立特別支援学校数及び参加児童・
生徒・教員数

34校
1,719人
(単年度)

年度

全都立特
別支援学
校 累計
25,519人

年度

全都立特別支
援学校 累計
30,000人

～R9
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

スポーツ教育推進校に指定した都立特別支
援学校において、障害者スポーツの全国大会
に出場し、入賞した生徒・チーム数

３人・
チーム 年度

36人・
チーム

R元年度
達成

35人・
チーム以上 年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

障害者スポーツの振興に向けた施設整備を
実施した都立特別支援学校数

５校
年度

33校
年度

50校以上
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

アートプロジェクト展に応募する児童・生徒数
及び特別支援学校数

830人
44校 年度

1,022人
58校 年度

1,200人
全都立特別支
援学校

年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

オリンピアン・パラリンピアン等の派遣によ
り、児童・生徒とアスリートの直接交流を実施
した都立特別支援学校数

13校
年度

53校
年度

全都立特別支
援学校におい
て1回以上

年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

【第二次実施計画における取組状況】

１ 専門性の高い教員の確保・育成

○ 教員の公募、異校種への異動、異動先から戻った後の成果還元という異校種期限付異動

の一連の流れを区市町村教育委員会と連携し、より計画的に進めるための「育成ガイドライ

ン」を策定し、人材育成のより一層の推進を図ってきました。

○ 「特別支援学級担当教員研修」においては、これまで知的障害に関する内容が中心になっ

ていましたが、自閉症・情緒障害学級担当教員を対象とした研修内容の充実を図りました。

○ 中学校の知的障害特別支援学級では、特別支援学校高等部における「各教科等を合わせ

た指導」との関連を意識することも重要であることから、中学校の知的障害特別支援学級

における「各教科等を合わせた指導」について、作業学習を中心に研究を行い、特別支援学

級における「各教科等を合わせた指導」の考え方や指導の工夫について、区市町村教育委

員会に周知を図りました。

２ 学校や区市町村に対する総合的な支援体制の充実

○ 都立特別支援学校が有するノウハウを活用した助言や支援を行う「エリア・ネットワーク」

の事業において、令和５年度から、発達障害等のある児童・生徒への効果的な支援方法等

を検証するための発達障害教育支援モデル事業を実施しています。

○ 発達障害に関する教職員の資質・能力の向上や校内における教育相談機能の充実に向

けて、区市町村教育委員会や都立学校等の要請に応じて、東京都教育相談センターから心

理職や指導主事等を派遣し、校内研修や、個別のケースを基に具体的な支援の方法を考え

る事例検討会等を実施してきました。

○ 幼稚園や保育所に通う就学予定の園児の保護者等を対象として、都の特別支援教育につ

いて正しく理解し、障害のある児童・生徒等本人にとって最適な学びの場を選択するための

参考となる「保護者向けガイドブック」を新たに作成しました。

施策の方向性Ⅳ 特別支援教育を推進する体制の整備・充実

167

第
１
章
　
東
京
都
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
（
第
二
期
）
の
策
定 

第
１
部

第
１
章
　
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実 

第
２
部

第
２
章
　
小
学
校
、
中
学
校
及
び
都
立
高
校
等
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実 

第
２
部

第
３
章
　
変
化
・
進
展
す
る
社
会
に
対
応
し
た
特
別
支
援
教
育
の
推
進 
第
２
部

第
４
章
　
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
・
充
実 

第
２
部

別
　
添
　
第
二
次
実
施
計
画
の
実
施
状
況
報
告 

別
　
添
　
参
考
資
料

第
２
章
　
第
三
次
実
施
計
画
の
策
定 

第
１
部

第
１
章
　
第
三
次
実
施
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方 

第
２
部
　
第
三
次
実
施
計
画
の
具
体
的
な
展
開



   
 

 

３ 関係機関等との連携強化及び特別支援教育の理解促進

○ 特別支援教育への理解を促進するため、都営地下鉄車内のデジタルサイネージを活用し

た広報の実施や、「東京都特別支援学校アートプロジェクト展」の作品をインターネット上で

も掲載するなど、広く情報を発信してきました。
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３ 関係機関等との連携強化及び特別支援教育の理解促進

○ 特別支援教育への理解を促進するため、都営地下鉄車内のデジタルサイネージを活用し

た広報の実施や、「東京都特別支援学校アートプロジェクト展」の作品をインターネット上で

も掲載するなど、広く情報を発信してきました。

   
 

 

【政策目標の進捗状況】

特別支援学校の教員の特別支援学校教諭免許状の取得促進

特別支援学級担任の特別支援学校教諭免許状の取得促進

学校経営診断を通じた都立特別支援学校の経営力の向上

※１ 都立特別支援学校の学校経営診断については、コロナ禍を踏まえた学校経営の新たな評価方法を検討し、
学校の教育活動の組織目標となる「学校経営計画」を策定し、１年間の教育活動の成果や目標の達成度当
について学校評価を行い、経営報告を行っていくこととなりました。

就学・入学先の決定における対応の充実

区市町村相談担当者向け研修の充実

事　　　　項

特別支援学校教員の特別支援学校教諭免許
状保有率

65.3％
年度 年度

100％
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

特別支援学級担任の特別支援学校教諭免許
状保有率

小29.9％
中20.9％ 年度

小30.9%
中20.2% 年度

小66％
中53％ 年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

学校経営診断を受けた都立特別支援学校数 42校
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状

※１

事　　　　項

区市町村教育委員会の当初の就学先の判断
と保護者の意向が異なる事例の割合

9.5％
年度

5.5％
年度

5％以下
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

事　　　　項

区市町村相談担当者向け研修の累計受講者
数

890人
(単年度) 年度

累計
12,730人

～R6
年度

累計
15,000人

～R9
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状
推進計画（第二期）

の目標値

169

第
１
章
　
東
京
都
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
（
第
二
期
）
の
策
定 

第
１
部

第
１
章
　
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実 

第
２
部

第
２
章
　
小
学
校
、
中
学
校
及
び
都
立
高
校
等
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実 

第
２
部

第
３
章
　
変
化
・
進
展
す
る
社
会
に
対
応
し
た
特
別
支
援
教
育
の
推
進 
第
２
部

第
４
章
　
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
・
充
実 

第
２
部

別
　
添
　
第
二
次
実
施
計
画
の
実
施
状
況
報
告 

別
　
添
　
参
考
資
料

第
２
章
　
第
三
次
実
施
計
画
の
策
定 

第
１
部

第
１
章
　
第
三
次
実
施
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方 

第
２
部
　
第
三
次
実
施
計
画
の
具
体
的
な
展
開



   
 

 

特別支援教育に対する理解の促進

※２ コロナ渦において対面による行事の実施が中止となったことを契機に、今後は特別支援教育の充実に向け
た取組や成果等の情報について、都教育委員会のホームページへの掲載や 等を通じた広報活動、都営
地下鉄内のデジタルサイネージを活用した広報等を実施していくこととしました。 による配信では、令和
３～５年度の総閲覧数が３万件を超えるなど、広く都民に向けた理解促進のツールとしての役割を担ってい
ます。

事　　　　項

特別支援教育の理解促進に向けた行事への
参加者数

年間平均
約3,000
人

～H27
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状

※２
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特別支援教育に対する理解の促進

※２ コロナ渦において対面による行事の実施が中止となったことを契機に、今後は特別支援教育の充実に向け
た取組や成果等の情報について、都教育委員会のホームページへの掲載や 等を通じた広報活動、都営
地下鉄内のデジタルサイネージを活用した広報等を実施していくこととしました。 による配信では、令和
３～５年度の総閲覧数が３万件を超えるなど、広く都民に向けた理解促進のツールとしての役割を担ってい
ます。

事　　　　項

特別支援教育の理解促進に向けた行事への
参加者数

年間平均
約3,000
人

～H27
年度

推進計画（第二期）
策定時

現状

※２ 別添 2

資料1 都内設置者別特 別支援学校概要

資料2 令和６年度都立特別支援学校等一覧

資料3 都立特別支援学校開校年度別一覧  

資料4 都立特別支援学校配置図（令和６年度現在）  

資料5 都立特別支援学校配置図（案） （令和９年度時点）  

資料6 公立中学校卒業者の都立特別支援学校高等部への進学状況  

資料7 都立特別支援学校高等部卒業者の進路状況   

資料8 都立特別支援学校在籍者数の年度別推移   

資料9 公立特別支援学校在籍者数の推計  

資料10 特別支援学級在籍者・利用者数の年度別推移  

資料11 特別支援学級在籍者・利用者数の推計  
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資料１ 都内設置者別特別支援学校概要 

(令和６年５月１日現在 単位：校・学級・人) 

設置者 学校数 学級数 
園児・児童・

生徒数 

教員数 

(本務者) 

職員数 

(本務者) 

特
別
支
援
学
校 

国立 4 79 400 223 34 

公立 64 3,036 14,670 6,518 628 

私立 4 40 213 83 28 

合計 72 3,155 15,283 6,824 690 

総務局「学校基本統計(学校基本調査報告書)」より 
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資料１ 都内設置者別特別支援学校概要 

(令和６年５月１日現在 単位：校・学級・人) 

設置者 学校数 学級数 
園児・児童・

生徒数 

教員数 

(本務者) 

職員数 

(本務者) 

特
別
支
援
学
校 

国立 4 79 400 223 34 

公立 64 3,036 14,670 6,518 628 

私立 4 40 213 83 28 

合計 72 3,155 15,283 6,824 690 

総務局「学校基本統計(学校基本調査報告書)」より 

   

 

資料２ 令和６年度都立特別支援学校等一覧 
令和７年３月現在

種別
電 話 番 号

（ファクシミリ）
〒 所　　在　　地

文 京 盲 学 校 高専 寄 文京区後楽1-7-6

葛 飾 盲 学 校 幼小中 寄 葛飾区堀切7-31-5

八 王 子 盲 学 校 幼小中高専 寄 八王子市台町3-19-22

久 我 山 青 光 学 園 幼小中 寄 世田谷区北烏山4-37-1

大 塚 ろ う 学 校 幼小
（03-3915-9844）

豊島区巣鴨4-20-8

城 東 分 教 室 幼小
（03-3682-2159）

江東区大島6-7-3
都立城東特別支援学校内

城 南 分 教 室 幼
（03-5710-3045）

大田区東六郷2-18-19
都立城南特別支援学校内

永 福 分 教 室 幼小
（03-5376-2139）

杉並区永福1-7-28
都立永福学園内

立 川 学 園 幼小中高専
（042-523-6421）

立川市栄町1-15-7

葛 飾 ろ う 学 校 幼小中高専
（03-5697-0275）

葛飾区西亀有2-58-1

中 央 ろ う 学 校 中高
（03-5301-3035）

杉並区下高井戸2-22-10

小 平 特 別 支 援 学 校 小中高 小平市小川西町2-33-1

北 特 別 支 援 学 校 小中高 北区十条台1-1-1

城 南 特 別 支 援 学 校 小中高 大田区東六郷2-18-19

村 山 特 別 支 援 学 校 小中高 武蔵村山市緑が丘1460-1

町 田 の 丘 学 園 小中高 町田市野津田町2003

八 王 子 東 特 別 支 援 学 校 小中高 八王子市石川町3246-1

大 泉 特 別 支 援 学 校 小中高 練馬区大泉学園町9-3-1

多 摩 桜 の 丘 学 園 小中高 多摩市聖ケ丘1-17-1

島 田 分 教 室
（ 島 田 療 育 セ ン タ ー ）

小中高 多摩市中沢1-31-1

墨 東 特 別 支 援 学 校 小中高 江東区猿江2-16-18

か も め 分 教 室
（ 東 京 都 立 東 部 療 育 セ ン タ ー ）

小中高 江東区新砂3-3-25

あ き る 野 学 園 小中高 あきる野市上代継123-1

永 福 学 園 小中高 杉並区永福1-7-28

青 峰 学 園 小中高 青梅市大門3-12

府 中 け や き の 森 学 園 小中高 府中市朝日町3-14-1

く ぬ ぎ 分 教 室
（ 都 立 府 中 療 育 セ ン タ ー ）

小中高 府中市武蔵台2-9-2

志 村 学 園 小中高 板橋区西台1-41-10

鹿 本 学 園 小中高 江戸川区本一色2-24-11

水 元 小 合 学 園 小中高 葛飾区水元1-24-1

光 明 学 園 小中高 寄 世田谷区松原6-38-27

花 畑 学 園 小中高 足立区南花畑5-24-49

肢

体

不

自

由

視

覚

障

害

聴

覚

障

害

学 校 名 学部等
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種別 電 話 番 号 〒 所　　在　　地

青 鳥 特 別 支 援 学 校 高　高（職） 世田谷区下馬2-38-23

八 丈 分 教 室 高 八丈町大賀郷3020（都立八丈高校内）

王 子 特 別 支 援 学 校 小中高 北区十条台1-8-41

八 王 子 特 別 支 援 学 校 小中 八王子市台町3-5-1

し い の 木 特 別 支 援 学 校 小中高 市原市椎津2590-2

七 生 特 別 支 援 学 校 小中高 日野市程久保843

町 田 の 丘 学 園 小中高 町田市野津田町2003

高 島 特 別 支 援 学 校 小中 板橋区高島平3-7-2

矢 口 特 別 支 援 学 校 小中 大田区矢口1-26-10

羽 村 特 別 支 援 学 校 小中高 羽村市五ノ神319-1

調 布 特 別 支 援 学 校 小中 調布市調布ヶ丘1-1-2

小 金 井 特 別 支 援 学 校 小中 小金井市桜町2-1-14

水 元 特 別 支 援 学 校 小中 葛飾区西水元5-2-1

墨 田 特 別 支 援 学 校 小中高 墨田区八広5-10-2

江 東 特 別 支 援 学 校 高　高（職） 江東区東陽4-11-45

中 野 特 別 支 援 学 校 小中高 中野区南台3-46-20

足 立 特 別 支 援 学 校 高　高（職） 足立区花畑7-23-15

清 瀬 特 別 支 援 学 校 小中 清瀬市中里4-788-1

葛 飾 特 別 支 援 学 校 高 葛飾区金町2-14-1

港 特 別 支 援 学 校 高　高（職） 港区港南3-9-45

石 神 井 特 別 支 援 学 校 小中 練馬区石神井台8-20-35

白 鷺 特 別 支 援 学 校 高 江戸川区東小松川4-50-1

板 橋 特 別 支 援 学 校 高 板橋区高島平9-23-22

田 無 特 別 支 援 学 校 高 西東京市南町5-15-5

あ き る 野 学 園 小中高 あきる野市上代継123-1

永 福 学 園 高（就） 杉並区永福1-7-28

田 園 調 布 特 別 支 援 学 校 高 大田区田園調布5-43-6

多 摩 桜 の 丘 学 園 小中高 多摩市聖ケ丘1-17-1

青 峰 学 園 高（就） 青梅市大門3-12

南 大 沢 学 園 高（就） 八王子市南大沢5-28

久 我 山 青 光 学 園 小中 世田谷区北烏山4-37-1

品 川 特 別 支 援 学 校 小中 品川区南品川6-15-20

練 馬 特 別 支 援 学 校 高　高（職） 練馬区高松6-17-1

学 校 名 学部等

知

的

障
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種別 電 話 番 号 〒 所　　在　　地

青 鳥 特 別 支 援 学 校 高　高（職） 世田谷区下馬2-38-23

八 丈 分 教 室 高 八丈町大賀郷3020（都立八丈高校内）

王 子 特 別 支 援 学 校 小中高 北区十条台1-8-41

八 王 子 特 別 支 援 学 校 小中 八王子市台町3-5-1

し い の 木 特 別 支 援 学 校 小中高 市原市椎津2590-2

七 生 特 別 支 援 学 校 小中高 日野市程久保843

町 田 の 丘 学 園 小中高 町田市野津田町2003

高 島 特 別 支 援 学 校 小中 板橋区高島平3-7-2

矢 口 特 別 支 援 学 校 小中 大田区矢口1-26-10

羽 村 特 別 支 援 学 校 小中高 羽村市五ノ神319-1

調 布 特 別 支 援 学 校 小中 調布市調布ヶ丘1-1-2

小 金 井 特 別 支 援 学 校 小中 小金井市桜町2-1-14

水 元 特 別 支 援 学 校 小中 葛飾区西水元5-2-1

墨 田 特 別 支 援 学 校 小中高 墨田区八広5-10-2

江 東 特 別 支 援 学 校 高　高（職） 江東区東陽4-11-45

中 野 特 別 支 援 学 校 小中高 中野区南台3-46-20

足 立 特 別 支 援 学 校 高　高（職） 足立区花畑7-23-15

清 瀬 特 別 支 援 学 校 小中 清瀬市中里4-788-1

葛 飾 特 別 支 援 学 校 高 葛飾区金町2-14-1

港 特 別 支 援 学 校 高　高（職） 港区港南3-9-45

石 神 井 特 別 支 援 学 校 小中 練馬区石神井台8-20-35

白 鷺 特 別 支 援 学 校 高 江戸川区東小松川4-50-1

板 橋 特 別 支 援 学 校 高 板橋区高島平9-23-22

田 無 特 別 支 援 学 校 高 西東京市南町5-15-5

あ き る 野 学 園 小中高 あきる野市上代継123-1

永 福 学 園 高（就） 杉並区永福1-7-28

田 園 調 布 特 別 支 援 学 校 高 大田区田園調布5-43-6

多 摩 桜 の 丘 学 園 小中高 多摩市聖ケ丘1-17-1

青 峰 学 園 高（就） 青梅市大門3-12

南 大 沢 学 園 高（就） 八王子市南大沢5-28

久 我 山 青 光 学 園 小中 世田谷区北烏山4-37-1

品 川 特 別 支 援 学 校 小中 品川区南品川6-15-20

練 馬 特 別 支 援 学 校 高　高（職） 練馬区高松6-17-1

学 校 名 学部等

知

的

障

害

 

種別 電 話 番 号 〒 所　　在　　地

府 中 け や き の 森 学 園 小中高 府中市朝日町3-14-1

志 村 学 園 高（就） 板橋区西台1-41-10

武 蔵 台 学 園 小中高 府中市武蔵台2-8-28

青 山 特 別 支 援 学 校 小中 港区南青山2-33-77

鹿 本 学 園 小中 江戸川区本一色2-24-11

水 元 小 合 学 園 高（就） 葛飾区水元1-24-1

城 東 特 別 支 援 学 校 小中 江東区大島6-7-3

臨 海 青 海 特 別 支 援 学 校 小中 江東区青海2-5-1

花 畑 学 園 小中 足立区南花畑5-24-49

八 王 子 西 特 別 支 援 学 校 小中高 八王子市東浅川町546-1

東 久 留 米 特 別 支 援 学 校 高　高（職） 東久留米市野火止2-1-11

立 川 学 園 小中 立川市栄町1-15-7

八 王 子 南 特 別 支 援 学 校 高　高（職） 八王子市鑓水2-88-1

武 蔵 台 学 園
（ 府 中 分 教 室 ）

小中 府中市武蔵台2-8-29
（東京都立小児総合医療センター）

光 明 学 園 小中高 寄 世田谷区松原6-38-27

（ そ よ 風 分 教 室 ） 小中高 世田谷区大蔵2-10-1
（国立研究開発法人国立成育医療研究センター）

小 平 特 別 支 援 学 校
（ 武 蔵 分 教 室 ）

小中高 小平市小川東町4-1-1
（国立研究開発法人国立精神･神経医療研究センター病院）

北 特 別 支 援 学 校
（ 東 大 こ だ ま 分 教 室 ）

小中高 文京区本郷7-3-1
（東京大学医学部附属病院）

墨 東 特 別 支 援 学 校
（ い る か 分 教 室 ）

小中高 中央区築地5-1-1
（国立がん研究センター中央病院）

病

弱

学 校 名 学部等

知

的

障

害
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累計 累計

大正 15 － － 1校

昭和  7 － － 2校

－ － 3校

－ － 4校

青鳥(中・S32高・H9職業学科新設)→ H4久我山分校(小中)
 〔H21末廃止→久我山青光学園〕

1校 － 7校

1校 － 8校

1校 － 9校

1校 － 10校

1校
久留米(小中・H18高)〔H28末閉校→光明学園〕
片浜(小中)〔H15末閉校〕

2校 13校

1校 2校 14校

1校 2校 18校

1校 2校 19校

王子(中・S41小高)〔S49末小廃止→王子第二、H元末中廃止→王子第二、
R元王子(高)と王子第二(小中)を王子(小中高)に改編〕

2校 2校 21校

八王子(小中・S44高)〔R元末高廃止→八王子西〕 3校 2校 22校

立川(小中高)〔H16移転→武蔵台〕 4校 2校 23校

しいの木(小中・S53高) 5校 2校 25校

5校 2校 26校

七生(小中・H5高) 6校 2校 27校

小岩(小・S50中)〔S60末中廃止→白鷺、H25末閉校→鹿本学園〕
町田(小・S50中・S52高)

8校 2校 30校

高島(小・S50中・S60高)〔S63末高廃止→板橋〕
矢口(小・S50中・S52高)〔H28末高廃止→港、田園調布〕
羽村(小・S50中高)

11校 2校 33校

王子第二(小・H2中)〔H30末閉校→王子〕 11<1>校 2校 33<1>校

調布(小中) 小金井(小中) 13<1>校 2校 35<1>校

水元(小中) 府中(高)〔H2末廃止→府中朝日〕 14<2>校 2校 36<2>校

墨田(小中高) 江東(小中高)〔H27末小中廃止→城東〕 中野(小中・S54高)
足立(小中高)→H5花畑分校(小中) 〔H13末小中廃止→南花畑〕

18<2>校 2校 40<2>校

清瀬(小中高)〔R2末高廃止→東久留米〕 19<2>校 2校 42<2>校

葛飾(高) 20<2>校 2校 44<2>校

港(小・S58中・S61高)〔H25末小中廃止→青山〕 21<2>校 2校 45<2>校

石神井(小中高)〔H23末高廃止→練馬〕 22<2>校 2校 46<2>校

多摩(小中高)〔H7末廃止→南大沢学園〕 22<3>校 2校 46<3>校

白鷺(中高)〔H27末中廃止→鹿本学園〕 23<3>校 2校 47<3>校

23<3>校 2校 48<3>校

平成 元 板橋(高) 24<3>校 2校 49<3>校

田無(高) 25<3>校 2校 50<3>校

府中朝日(高)〔H23末閉校→府中けやきの森学園〕 26<2>校 2校 52<2>校

南大沢学園(小中高、職業学科新設)
 〔H21末小中廃止→多摩、H23末閉校→多摩〕

27<1>校 2校 54<1>校

あきる野学園(小中高) 27<2>校 2校 54<2>校

南花畑(小中)〔R元末閉校→花畑学園〕 28<2>校 2校 54<2>校

武蔵台(小中高)〔H23末閉校→武蔵台学園〕 28<2>校 1校 53<2>校

田園調布(高) 29<2>校 1校 52<2>校

永福学園(高) 多摩(小・H22中高) 30<3>校 1校 50<3>校

青峰学園(高) 29<5>校 1校 49<5>校

久我山青光学園(小中)［久我山と青鳥久我山分校を統合］
南大沢学園(高)

30<6>校 1校 49<6>校

品川（小中） 31<6>校 1校 50<6>校

練馬(高) 府中けやきの森学園(小中高)[府中と府中朝日を統合]
武蔵台学園(小中高)[武蔵台と久留米府中分教室を統合]

29<8>校
武蔵台学園(小中)
 [武蔵台と久留米府中分教室を統合]

1<1>校 47<8>校

志村学園(高) 29<9>校 1<1>校 47<9>校

鹿本学園(小中)［江戸川と小岩を統合］
青山(小中)

29<10>校 1<1>校 46<10>校

水元小合学園(高) 30<10>校 1<1>校 47<10>校

城東（小中） 31<10>校 1<1>校 48<10>校

30<11>校

光明学園（小中高）[光明と久留米を統合]
小平（小中高）[病弱教育部門設置]
北（小中高）[病弱教育部門設置]
墨東（小中高）[病弱教育部門設置]

<5>校 42<15>校

令和 元 臨海青海（小中） 30<11>校 <5>校 42<15>校

花畑学園（小中）[城北と南花畑を統合]
八王子西（小中高）

30<12>校 <5>校 41<16>校

東久留米（高） 31<12>校 <5>校 42<16>校

立川学園（小中） 31<13>校 <5>校 41<17>校

八王子南（高） 32<13>校 <5>校 42<17>校

特別支援
学校累計

知  的  障  害 病　　弱年 度

種別

年度

昭　　42 （板橋区）天津わかしお １　校 １　校

（葛飾区）保田しおさい １　校 ２　校

（新宿区）新宿 １　校 ３　校

（杉並区）済美 １　校 ４　校

（大田区）館山さざなみ １　校 ５　校

合　　計 １　校 １　校 ３　校 ５　校

肢体不自由 知的障害 病　　弱 合　　計 累　　計

区立特別支援学校　開校年度別一覧
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う
学
校

中
・高

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校

設
置
学
部

青
鳥
特
別
支
援
学
校

高
・高

(職
)

青
鳥
特
別
支
援
学
校
八
丈
分
教
室

高

王
子
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

八
王
子
特
別
支
援
学
校

小
・中

し
い
の
木
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

七
生
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

高
島
特
別
支
援
学
校

小
・中

矢
口
特
別
支
援
学
校

小
・中

羽
村
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

調
布
特
別
支
援
学
校

小
・中

小
金
井
特
別
支
援
学
校

小
・中

水
元
特
別
支
援
学
校

小
・中

墨
田
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

江
東
特
別
支
援
学
校

高
･高

(職
)

中
野
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

足
立
特
別
支
援
学
校

高
・高

(職
)

清
瀬
特
別
支
援
学
校

小
・中

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校

設
置
学
部

葛
飾
特
別
支
援
学
校

高

港
特
別
支
援
学
校

高
・
高
(職

)

石
神
井
特
別
支
援
学
校

小
・
中

白
鷺
特
別
支
援
学
校

高

板
橋
特
別
支
援
学
校

高

田
無
特
別
支
援
学
校

高

田
園
調
布
特
別
支
援
学
校

高

南
大
沢
学
園

高
(就

)

品
川
特
別
支
援
学
校

小
・
中

練
馬
特
別
支
援
学
校

高
・
高
(職

)

青
山
特
別
支
援
学
校

小
･
中

城
東
特
別
支
援
学
校

小
･
中

臨
海
青
海
特
別
支
援
学
校

小
・
中

八
王
子
西
特
別
支
援
学
校

小
・
中
・
高

東
久
留
米
特
別
支
援
学
校

高
･
高
(職

)

八
王
子
南
特
別
支
援
学
校

高
･
高
(職

)

178

第
１
章
　
東
京
都
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
（
第
二
期
）
の
策
定 

第
１
部

第
１
章
　
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実 

第
２
部

第
２
章
　
小
学
校
、
中
学
校
及
び
都
立
高
校
等
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実 

第
２
部

第
３
章
　
変
化
・
進
展
す
る
社
会
に
対
応
し
た
特
別
支
援
教
育
の
推
進 

第
２
部

第
４
章
　
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
・
充
実 

第
２
部

別
　
添
　
第
二
次
実
施
計
画
の
実
施
状
況
報
告 

別
　
添
　
参
考
資
料

第
２
章
　
第
三
次
実
施
計
画
の
策
定 

第
１
部

第
１
章
　
第
三
次
実
施
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方 

第
２
部
　
第
三
次
実
施
計
画
の
具
体
的
な
展
開



 

資
料
４
　
都
立
特
別
支
援
学
校
配
置
図
（
令
和
６
年
度
現
在
）

奥
多
摩
町

青
梅
市

檜
原
村

日
の
出
町

あ
き
る
野
市

八
王
子
市

瑞
穂
町

羽
村
市 福
生
市

武
蔵
村
山
市 立
川
市

昭
島
市

東
大
和
市

日
野
市

町
田
市

多
摩
市

国
立
市

国
分
寺
市

稲
城
市

府
中
市

小
金
井
市

小
平

東
村
山
市

清
瀬
市

東
久
留
米
市 西
東
京
市

武
蔵
野
市

三
鷹
市

調
布
市

狛
江
市

世
田
谷
区

杉
並
区

練
馬
区

中
野
区

渋
谷
区

目
黒
区

大
田
区

品
川
区

港

新
宿
区

板
橋
区

北
区

足
立
区

豊
島
区

文
京
区

荒
川
区

台
東
区

千
代
田
区 中
央
区

江
東
区

江
戸
川
区

葛
飾
区

墨
田
区

4

1

2

3

し
い
の
木
特
別
支
援
学
校

都
外
：
千
葉
県
市
原
市

青
鳥
特
別
支
援
学
校
八
丈
分
教
室

（
都
立
八
丈
高
等
学
校
内
）

視
覚
障
害
特
別
支
援
学
校

設
置
学
部

文
京
盲
学
校

高

葛
飾
盲
学
校

幼
・小

・中

八
王
子
盲
学
校

幼
・小

・中
・高

肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校

設
置
学
部

城
南
特
別
支
援
学
校

小
・
中
・
高

村
山
特
別
支
援
学
校

小
・
中
・
高

八
王
子
東
特
別
支
援
学
校

小
・
中
・
高

大
泉
特
別
支
援
学
校

小
・
中
・
高

設
置
学
部

(知
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(知
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(知
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(知
)高

(就
)

(肢
)小

･中
･高

(知
)高

(就
)

(肢
)小

･中
･高

(知
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(知
)高

(就
)

(肢
)小

･中
･高

(知
)小

･中

(肢
)小

･中
･高

(知
)高

(就
)

(肢
)小

･中
･高

(知
)小

･中

(肢
)小

･中
･高

あ
き
る
野
学
園

知
的
障
害
・
肢
体
不
自
由
併
置
校

町
田
の
丘
学
園

多
摩
桜
の
丘
学
園

永
福
学
園

青
峰
学
園

府
中
け
や
き
の
森
学
園

志
村
学
園

鹿
本
学
園

水
元
小
合
学
園

花
畑
学
園

視
覚
障
害
・
知
的
障
害
併
置
校

設
置
学
部

(視
)幼

･小
･中

(知
)小

･中
久
我
山
青
光
学
園

知
的
障
害
・
病
弱
併
置
校

設
置
学
部

(知
)小

･中
･高

(病
)小

･中
武
蔵
台
学
園

設
置
学
部

(肢
)小

･中
･高

(病
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(病
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(病
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(病
)小

･中
･高

肢
体
不
自
由
・
病
弱
併
置
校

光
明
学
園

小
平
特
別
支
援
学
校

北
特
別
支
援
学
校

墨
東
特
別
支
援
学
校

聴
覚
障
害
・
知
的
障
害
併
置
校

設
置
学
部

(聴
)幼

･小
･中

･高

(知
)小

・中
立
川
学
園

聴
覚
障
害
特
別
支
援
学
校

設
置
学
部

大
塚
ろ
う
学
校

幼
・小

大
塚
ろ
う
学
校
城
東
分
教
室

幼
・小

大
塚
ろ
う
学
校
城
南
分
教
室

幼

大
塚
ろ
う
学
校
永
福
分
教
室

幼
・小

葛
飾
ろ
う
学
校

幼
・小

・中
・高

中
央
ろ
う
学
校

中
・高

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校

設
置
学
部

青
鳥
特
別
支
援
学
校

高
・高

(職
)

青
鳥
特
別
支
援
学
校
八
丈
分
教
室

高

王
子
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

八
王
子
特
別
支
援
学
校

小
・中

し
い
の
木
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

七
生
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

高
島
特
別
支
援
学
校

小
・中

矢
口
特
別
支
援
学
校

小
・中

羽
村
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

調
布
特
別
支
援
学
校

小
・中

小
金
井
特
別
支
援
学
校

小
・中

水
元
特
別
支
援
学
校

小
・中

墨
田
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

江
東
特
別
支
援
学
校

高
･高

(職
)

中
野
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

足
立
特
別
支
援
学
校

高
・高

(職
)

清
瀬
特
別
支
援
学
校

小
・中

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校

設
置
学
部

葛
飾
特
別
支
援
学
校

高

港
特
別
支
援
学
校

高
・
高
(職

)

石
神
井
特
別
支
援
学
校

小
・
中

白
鷺
特
別
支
援
学
校

高

板
橋
特
別
支
援
学
校

高

田
無
特
別
支
援
学
校

高

田
園
調
布
特
別
支
援
学
校

高

南
大
沢
学
園

高
(就

)

品
川
特
別
支
援
学
校

小
・
中

練
馬
特
別
支
援
学
校

高
・
高
(職

)

青
山
特
別
支
援
学
校

小
･
中

城
東
特
別
支
援
学
校

小
･
中

臨
海
青
海
特
別
支
援
学
校

小
・
中

八
王
子
西
特
別
支
援
学
校

小
・
中
・
高

東
久
留
米
特
別
支
援
学
校

高
･
高
(職

)

八
王
子
南
特
別
支
援
学
校

高
･
高
(職

)

 

資
料
５
　
都
立
特
別
支
援
学
校
配
置
図
（
案
）
（
令
和
９
年
度
時
点
）

奥
多
摩
町

青
梅
市

檜
原
村

日
の
出
町

あ
き
る
野
市

八
王
子
市

瑞
穂
町

羽
村
市 福
生
市

武
蔵
村
山
市 立
川
市

昭
島
市

東
大
和
市

日
野
市

町
田
市

多
摩
市

国
立
市

国
分
寺
市

稲
城
市

府
中
市

小
金
井
市

小
平

東
村
山
市

清
瀬
市

東
久
留
米
市 西
東
京
市

武
蔵
野
市

三
鷹
市

調
布
市

狛
江
市

世
田
谷
区

杉
並
区

練
馬
区

中
野
区

渋
谷
区

目
黒
区

大
田
区

品
川
区

港

新
宿
区

板
橋
区

北
区

足
立
区

豊
島
区

文
京
区

荒
川
区

台
東
区

千
代
田
区 中
央
区

江
東
区

江
戸
川
区

葛
飾
区

墨
田
区

4

1

2

3

中
野
特
別
支
援
学
校
し
い
の
木
分
教
室

都
外
：
千
葉
県
市
原
市

青
鳥
特
別
支
援
学
校
八
丈
分
教
室

（
都
立
八
丈
高
等
学
校
内
）

視
覚
障
害
特
別
支
援
学
校

設
置
学
部

文
京
盲
学
校

高

葛
飾
盲
学
校

幼
・小

・中

八
王
子
盲
学
校

幼
・小

・中
・高

肢
体
不
自
由
特
別
支
援
学
校

設
置
学
部

城
南
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

村
山
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

八
王
子
東
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

大
泉
特
別
支
援
学
校

小
・中

・高

設
置
学
部

(知
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(知
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(知
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(知
)高

(就
)

(肢
)小

･中
･高

(知
)高

(就
)

(肢
)小

･中
･高

(知
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(知
)高

(就
)

(肢
)小

･中
･高

(知
)小

･中

(肢
)小

･中
･高

(知
)高

(就
)

(肢
)小

･中
･高

(知
)小

･中

(肢
)小

･中
･高

あ
き
る
野
学
園

知
的
障
害
・
肢
体
不
自
由
併
置
校

町
田
の
丘
学
園

多
摩
桜
の
丘
学
園

永
福
学
園

青
峰
学
園

府
中
け
や
き
の
森
学
園

志
村
学
園

鹿
本
学
園

水
元
小
合
学
園

花
畑
学
園

視
覚
障
害
・
知
的
障
害
併
置
校

設
置
学
部

(視
)幼

･小
･中

(知
)小

･中
久
我
山
青
光
学
園

知
的
障
害
・
病
弱
併
置
校

設
置
学
部

(知
)小

･中
･高

(病
)小

･中
武
蔵
台
学
園

設
置
学
部

(肢
)小

･中
･高

(病
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(病
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(病
)小

･中
･高

(肢
)小

･中
･高

(病
)小

･中
･高

肢
体
不
自
由
・
病
弱
併
置
校

光
明
学
園

小
平
特
別
支
援
学
校

北
特
別
支
援
学
校

墨
東
特
別
支
援
学
校

聴
覚
障
害
・
知
的
障
害
併
置
校

設
置
学
部

(聴
)幼

･小
･中

･高

(知
)小

・中
立
川
学
園

聴
覚
障
害
特
別
支
援
学
校

設
置
学
部

大
塚
ろ
う
学
校

幼
・小

大
塚
ろ
う
学
校
城
東
分
教
室

幼
・小

大
塚
ろ
う
学
校
城
南
分
教
室

幼

大
塚
ろ
う
学
校
永
福
分
教
室

幼
・小

葛
飾
ろ
う
学
校

幼
・小

・中
・高

中
央
ろ
う
学
校

中
・高

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校

設
置
学
部

葛
飾
特
別
支
援
学
校

高

港
特
別
支
援
学
校

高
・
高
(職

)

石
神
井
特
別
支
援
学
校

小
・
中

白
鷺
特
別
支
援
学
校

高

板
橋
特
別
支
援
学
校

高

田
無
特
別
支
援
学
校

高

田
園
調
布
特
別
支
援
学
校

高

南
大
沢
学
園

高
(就

)

品
川
特
別
支
援
学
校

小
・
中

練
馬
特
別
支
援
学
校

高
・
高
(職

)

青
山
特
別
支
援
学
校

小
･中

城
東
特
別
支
援
学
校

小
･中

臨
海
青
海
特
別
支
援
学
校

小
・
中

八
王
子
西
特
別
支
援
学
校

小
・
中
・
高

東
久
留
米
特
別
支
援
学
校

高
･高

(職
)

八
王
子
南
特
別
支
援
学
校

高
･高

(職
)

知
的
障
害
特
別
支
援
学
校

設
置
学
部

青
鳥
特
別
支
援
学
校

高
・
高
(職

)

青
鳥
特
別
支
援
学
校
八
丈
分
教
室

高

王
子
特
別
支
援
学
校

小
・
中
・
高

八
王
子
特
別
支
援
学
校

小
・
中

七
生
特
別
支
援
学
校

小
・
中
・
高

高
島
特
別
支
援
学
校

小
・
中

矢
口
特
別
支
援
学
校

小
・
中

羽
村
特
別
支
援
学
校

小
・
中
・
高

調
布
特
別
支
援
学
校

小
・
中

小
金
井
特
別
支
援
学
校

小
・
中

水
元
特
別
支
援
学
校

小
・
中

墨
田
特
別
支
援
学
校

小
・
中
・
高

江
東
特
別
支
援
学
校

高
･高

(職
)

中
野
特
別
支
援
学
校

小
・
中
・
高

中
野
特
別
支
援
学
校
し
い
の
木
分
教
室

小
・
中
・
高

足
立
特
別
支
援
学
校

高
・
高
(職

)

清
瀬
特
別
支
援
学
校

小
・
中
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（単位：人）

割　　　　　合
(進学者数/卒業者数)

割　　　　　合
(都立特別支援学校高等部への進学

者数/卒業者数)

（参考）

割　　　　　合
(進学者数/卒業者数)

割　　　　　合
(都立特別支援学校高等部への進学

者数/卒業者数)

（参考）

（平成6年度、11年度、16年度、21年度～令和５年度）

資料６　公立中学校卒業者の都立特別支援学校高等部への進学状況

令和
5年度

令和
6年度

令和
5年度

平成
26年度

令和
4年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

入 学 年 度
令和
元年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
２年度

令和
３年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

都 立 特 別 支 援 学 校
高 等 部 入 学 者 数

公立学校統計調査報告書（公立学校卒業者の進路状況調査編）より（参考を除く。）

※進学者数は各年度５月１日現在の人数である。

都 立 特 別 支 援 学 校
高 等 部 入 学 者 数

うち都立特別支援学校高等部
へ の 進 学 者 数

う ち 進 学 者 数

令和
4年度

卒 業 年 度
平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

公 立 中 学 校 卒 業 者 数

入 学 年 度
平成
7年度

平成
12年度

平成
17年度

平成
22年度

う ち 進 学 者 数

うち都立特別支援学校高等部
へ の 進 学 者 数

平成
23年度

平成
24年度

卒 業 年 度
平成
6年度

平成
11年度

平成
16年度

平成
21年度

平成
22年度

公 立 中 学 校 卒 業 者 数

180

第
１
章
　
東
京
都
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
（
第
二
期
）
の
策
定 

第
１
部

第
１
章
　
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実 

第
２
部

第
２
章
　
小
学
校
、
中
学
校
及
び
都
立
高
校
等
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実 

第
２
部

第
３
章
　
変
化
・
進
展
す
る
社
会
に
対
応
し
た
特
別
支
援
教
育
の
推
進 

第
２
部

第
４
章
　
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
・
充
実 

第
２
部

別
　
添
　
第
二
次
実
施
計
画
の
実
施
状
況
報
告 

別
　
添
　
参
考
資
料

第
２
章
　
第
三
次
実
施
計
画
の
策
定 

第
１
部

第
１
章
　
第
三
次
実
施
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方 

第
２
部
　
第
三
次
実
施
計
画
の
具
体
的
な
展
開



 

（単位：人）

割　　　　　合
(進学者数/卒業者数)

割　　　　　合
(都立特別支援学校高等部への進学

者数/卒業者数)

（参考）

割　　　　　合
(進学者数/卒業者数)

割　　　　　合
(都立特別支援学校高等部への進学

者数/卒業者数)

（参考）

（平成6年度、11年度、16年度、21年度～令和５年度）

資料６　公立中学校卒業者の都立特別支援学校高等部への進学状況

令和
5年度

令和
6年度

令和
5年度

平成
26年度

令和
4年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

入 学 年 度
令和
元年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
２年度

令和
３年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

都 立 特 別 支 援 学 校
高 等 部 入 学 者 数

公立学校統計調査報告書（公立学校卒業者の進路状況調査編）より（参考を除く。）

※進学者数は各年度５月１日現在の人数である。

都 立 特 別 支 援 学 校
高 等 部 入 学 者 数

うち都立特別支援学校高等部
へ の 進 学 者 数

う ち 進 学 者 数

令和
4年度

卒 業 年 度
平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

公 立 中 学 校 卒 業 者 数

入 学 年 度
平成
7年度

平成
12年度

平成
17年度

平成
22年度

う ち 進 学 者 数

うち都立特別支援学校高等部
へ の 進 学 者 数

平成
23年度

平成
24年度

卒 業 年 度
平成
6年度

平成
11年度

平成
16年度

平成
21年度

平成
22年度

公 立 中 学 校 卒 業 者 数

 

卒業 専修学校等 社会福祉施設

年度 入　学　者 入所、通所者

視覚障害

聴覚障害

肢体不自由

知的障害

合　　計

視覚障害

聴覚障害

肢体不自由

知的障害

合　　計

視覚障害

聴覚障害

肢体不自由

知的障害

合　　計

視覚障害

聴覚障害

肢体不自由

知的障害

合　　計

視覚障害

聴覚障害

肢体不自由

知的障害

合　　計

視覚障害

聴覚障害

肢体不自由

知的障害

合　　計

視覚障害

聴覚障害

肢体不自由

知的障害

合　　計

視覚障害

聴覚障害

肢体不自由

知的障害

合　　計

視覚障害

聴覚障害

肢体不自由

知的障害

合　　計

公立学校統計調査報告書（公立学校卒業者の進路状況調査編）より

平
成

年
度

都立知的障害特別支援学校高等部就業技術科・職能開発科卒業後の企業就労率

資料７　都立特別支援学校高等部卒業者の進路状況

在家庭者 その他障害種別
卒業者計
(人)

進学者 就職者等

平
成

年
度

令
和
５
年
度

令
和
４
年
度

令
和
３
年
度

令
和
２
年
度

令
和
元
年
度

平
成

年
度

平
成

年
度

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

就業技術科

職能開発科
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各年度５月１日現在　　　単位（人）

昭和
35年度

昭和
40年度

昭和
45年度

昭和
50年度

昭和
55年度

昭和
60年度

平成
元年度

平成
5年度

平成
10年度

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

公立学校統計調査報告書（学校調査編）より

資料８　都立特別支援学校在籍者数の年度別推移

知
的
障
害

病
弱

計

　（昭和35、40、45、50、55、60、平成元、5、10年度）（平成15年度～令和６年度）

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

知
的
障
害

肢
体
不
自
由

肢
体
不
自
由

病
弱

計

視
覚
障
害

聴
覚
障
害
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各年度５月１日現在　　　単位（人）

昭和
35年度

昭和
40年度

昭和
45年度

昭和
50年度

昭和
55年度

昭和
60年度

平成
元年度

平成
5年度

平成
10年度

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

公立学校統計調査報告書（学校調査編）より

資料８　都立特別支援学校在籍者数の年度別推移

知
的
障
害

病
弱

計

　（昭和35、40、45、50、55、60、平成元、5、10年度）（平成15年度～令和６年度）

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

知
的
障
害

肢
体
不
自
由

肢
体
不
自
由

病
弱

計

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

 

令和
6年度
(実数)

令和
7年度

令和
8年度

令和
9年度

令和
10年度

令和
11年度

令和
12年度

令和
13年度

令和
14年度

令和
15年度

令和
16年度

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

計

小学部

中学部

高等部

施設内・訪問

計

小学部

中学部

高等部

計

小学部

中学部

高等部

施設内・訪問

計

幼稚部

小学部

中学部

高等部

施設内・訪問

計

※区立特別支援学校を含む。

資料９　公立特別支援学校在籍者数の推計（令和６年度～令和16年度）

病
弱

計

視
覚
障
害

聴
覚
障
害

知
的
障
害

肢
体
不
自
由

単位（人）
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昭和
50年度

昭和
55年度

昭和
60年度

平成
元年度

平成
5年度

平成
10年度

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

小学校

中学校

計

小学校

中学校

固 計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

定 計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

通 小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

級 小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

自閉症・
情緒障害

知的障害

資料10　特別支援学級在籍者・利用者数の年度別推移

各年度５月１日現在　　　単位（人）

計

（昭和50、55、60、平成元、５、10年度）（平成15年度～令和６年度）

固定
小計

通級
小計

弱視

難聴

言語障害

情緒障害
等

訪問

弱視

難聴

言語障害

肢体
不自由

病弱
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実
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定 
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第
１
章
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画
の
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的
な
考
え
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部
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画
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具
体
的
な
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昭和
50年度

昭和
55年度

昭和
60年度

平成
元年度

平成
5年度

平成
10年度

平成
15年度

平成
16年度

平成
17年度

平成
18年度

平成
19年度

平成
20年度

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

小学校

中学校

計

小学校

中学校

固 計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

定 計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

通 小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

級 小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

自閉症・
情緒障害

知的障害

資料10　特別支援学級在籍者・利用者数の年度別推移

各年度５月１日現在　　　単位（人）

計

（昭和50、55、60、平成元、５、10年度）（平成15年度～令和６年度）

固定
小計

通級
小計

弱視

難聴

言語障害

情緒障害
等

訪問

弱視

難聴

言語障害

肢体
不自由

病弱

 

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

小学校

中学校

計

小学校

中学校

義務教育学校

計

固 小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

定 小学校

中学校

義務教育学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

義務教育学校

計

小学校

中学校

計

通 小学校

中学校

義務教育学校

計

小学校

中学校

義務教育学校

計

級 小学校

中学校

義務教育学校

中等教育学校

計

小学校

中学校

義務教育学校

中等教育学校

計

小学校

中学校

義務教育学校

中等教育学校

計

知的障害

病弱

弱視

計

各年度５月１日現在　　　単位（人）

通級
小計

特別支援教室
（情緒障害等）

訪問

難聴

言語障害

自閉症・
情緒障害

固定
小計

弱視

難聴

言語障害

肢体不自由
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施
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単位（人）

令和
6年度
(実数)

令和
7年度

令和
8年度

令和
9年度

令和
10年度

令和
11年度

令和
12年度

令和
13年度

令和
14年度

令和
15年度

令和
16年度

小学校

中学校

計

固
小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

定
小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

通
小学校

中学校

計

小学校

計

級
小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

※小学校、中学校の推計には、義務教育学校及び中等教育学校（前期課程）を含む。

計

固定
小計

通級
小計

難聴

言語障害

特別支援教室

肢体不自由

知的障害

病弱

自閉症・
情緒障害

弱視

資料11　特別支援学級在籍者・利用者数の推計（令和６年度～令和16年度）

186

第
１
章
　
東
京
都
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
（
第
二
期
）
の
策
定 

第
１
部

第
１
章
　
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実 

第
２
部

第
２
章
　
小
学
校
、
中
学
校
及
び
都
立
高
校
等
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
充
実 

第
２
部

第
３
章
　
変
化
・
進
展
す
る
社
会
に
対
応
し
た
特
別
支
援
教
育
の
推
進 

第
２
部

第
４
章
　
特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
・
充
実 

第
２
部

別
　
添
　
第
二
次
実
施
計
画
の
実
施
状
況
報
告 

別
　
添
　
参
考
資
料

第
２
章
　
第
三
次
実
施
計
画
の
策
定 

第
１
部

第
１
章
　
第
三
次
実
施
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方 

第
２
部
　
第
三
次
実
施
計
画
の
具
体
的
な
展
開



 

単位（人）

令和
6年度
(実数)

令和
7年度

令和
8年度

令和
9年度

令和
10年度

令和
11年度

令和
12年度

令和
13年度

令和
14年度

令和
15年度

令和
16年度

小学校

中学校

計

固
小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

定
小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

通
小学校

中学校

計

小学校

計

級
小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

小学校

中学校

計

※小学校、中学校の推計には、義務教育学校及び中等教育学校（前期課程）を含む。

計

固定
小計

通級
小計

難聴

言語障害

特別支援教室

肢体不自由

知的障害

病弱

自閉症・
情緒障害

弱視

資料11　特別支援学級在籍者・利用者数の推計（令和６年度～令和16年度）
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掲載場所 作品名 氏名 氏名　学校名・学部・学年
上段左 沈むタイタニック Vasquez Vasquez Ryuuichi 都立文京盲学校高等部 1 年
上段右 海の見える公園 坂東　奏多 都立矢口特別支援学校小学部１年
2 段左 ホウキ星 白石　晃己 都立城南特別支援学校高等部 1 年
3 段左 虹を作る僕 楠　純太 都立練馬特別支援学校高等部 3 年
3 段右 もぐもぐ 尾崎　有佳 都立清瀬特別支援学校中学部 3 年
4 段左 太陽のお姫様 河村　梨花 都立羽村特別支援学校中学部 3 年
4 段右 美ノ学び 松﨑　和穏 都立志村学園高等部 1 年



掲載場所 作品名 氏名 氏名　学校名・学部・学年
上段左 沈むタイタニック Vasquez Vasquez Ryuuichi 都立文京盲学校高等部 1 年
上段右 海の見える公園 坂東　奏多 都立矢口特別支援学校小学部１年
2 段左 ホウキ星 白石　晃己 都立城南特別支援学校高等部 1 年
3 段左 虹を作る僕 楠　純太 都立練馬特別支援学校高等部 3 年
3 段右 もぐもぐ 尾崎　有佳 都立清瀬特別支援学校中学部 3 年
4 段左 太陽のお姫様 河村　梨花 都立羽村特別支援学校中学部 3 年
4 段右 美ノ学び 松﨑　和穏 都立志村学園高等部 1 年

  

 



令和７年 3月

東京都特別支援教育推進計画（第二期）
第三次実施計画

～共生社会の実現に向けた特別支援教育の推進～

第２部
第三次実施計画の具体的な展開

第１章（施策の方向性Ⅰ）
　特別支援学校における特別支援教育の充実
第２章（施策の方向性Ⅱ）
　小学校、中学校及び都立高校等における特別支援教育の充実
第３章（施策の方向性Ⅲ）
　変化・進展する社会に対応した特別支援教育の推進
第４章（施策の方向性Ⅳ）
　特別支援教育を推進する体制の整備・充実

東京都特別支援教育推進計画（第二期）第三次実施計画
～共生社会の実現に向けた特別支援教育の推進～

※本冊子には、「第９回東京都特別支援学校アートプロジェクト展」に展示された全 51作品を掲載しています。

東
京
都
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
（
第
二
期
）

第
三
次
実
施
計
画

令
和
７
年
３
月

東
京
都
教
育
委
員
会




